
- 1 -

○上越教育大学学生転コース・領域取扱細則

（平成19年３月22日細則第14号）

最終改正 令和４年11月16日細則第14号

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この細則は，上越教育大学学校教育学部（以下「学部」という。）に所属する学

生及び上越教育大学大学院学校教育研究科（以下「大学院」という。）に所属する学生

の転コース・領域の取扱いに関し必要な事項を定める。

第２章 学部の転コース・領域

（対象年次）

第２条 学部に所属する学生が転コース・領域を願い出ることのできる年次は，第２年次

以降とする。

（申請）

第３条 転コース・領域を希望する学生は，対象年次の後期において別に定める期日まで

にクラス担当教員の承認を得て，別記第１号様式のコース・領域変更願を教育支援課に

提出しなければならない。ただし，やむを得ない理由があると認められる場合は，クラ

ス担当教員の承認に代えて，教務委員会委員長の承認を得て提出することができるもの

とする。

（受入れ）

第４条 転コース・領域により学生を受け入れるコース・領域（以下「受入コース・領域」

という。）は，上越教育大学学校教育学部履修規程（平成16年規程第70号）第３条第２

項に規定する標準の学生数に満たないコース・領域とする。ただし，学長が転コース・

領域を希望する学生に真にやむを得ない理由があると判断し，かつ，受入コース・領域

が受入れ可能であると判断した場合は，転コース・領域を認めることができるものとす

る。

（選考）

第５条 転コース・領域を願い出た学生の選考については，書類審査及び面接（必要があ

る場合は，実技検査又は小論文等を加える。）による試験を課すものとし，受入コース

・領域に係るコース会議等が選考を行う。

２ 前項の選考を行った受入コース・領域のコース長は，その結果について，別記第２号

様式のコース・領域変更希望学生の選考結果報告書を学長に提出する。

（決定）

第６条 転コース・領域の決定は，前条の選考の結果に基づき，教授会の議に付して，学

長が行う。

（転コース・領域の時期）

第７条 転コース・領域の時期は，第３年次以降の学年の始めとする。

第３章 大学院の転コース・領域

（対象年次）
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第８条 大学院に所属する学生が転コース・領域を願い出ることのできる年次は，第１年

次とする。ただし，教育職員免許取得プログラム受講者（以下「免Ｐ受講者」という。）

にあっては，第２年次にも申し出ることができるものとする。

（転コース・領域の限定）

第９条 大学院においては，修士課程と専門職学位課程の間の転コース・領域は認めない

ものとする。

（申請）

第１０条 転コース・領域を希望する学生は，対象年次の前期又は後期において別に定め

る期日までにアドバイザーの承認を得て，別記第３号様式のコース・領域変更願を教育

支援課に提出しなければならない。ただし，やむを得ない理由があると認められる場合

は，アドバイザーの承認に代えて，教務委員会委員長の承認を得て提出することができ

るものとする。

（受入れ）

第１１条 受入コース・領域は，上越教育大学大学院学校教育研究科履修規程（平成16年

規程第72号）第３条第２項に規定する標準の学生数に満たないコース・領域とする。た

だし，学長が転コース・領域を希望する学生に真にやむを得ない理由があると判断し，

かつ，受入コース・領域が受入れ可能であると判断した場合は，転コース・領域を認め

ることができるものとする。

（選考）

第１２条 転コース・領域を願い出た学生の選考については，書類審査及び面接（必要が

ある場合は，実技検査又は小論文等を加える。）による試験を課すものとし，受入コー

ス・領域に係るコース会議等が選考を行う。

２ 前項の選考を行った受入コース・領域のコース長は，その結果について，別記第２号

様式のコース・領域変更希望学生の選考結果報告書を学長に提出する。

（決定）

第１３条 転コース・領域の決定は，前項の選考の結果に基づき，教授会の議に付して，

学長が行う。

（転コース・領域の時期）

第１４条 転コース・領域の時期は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 第１年次の前期に願い出たときは，第１年次の後期開始時とする。

(2) 第１年次の後期に願い出たときは，第２年次の学年の始めとする。

(3) 免Ｐ受講者で，第２年次の前期に願い出たときは，第２年次の後期開始時とし，第

２年次の後期に願い出たときは，第３年次の学年の始めとする。

第４章 授業科目履修上の取扱い

（転コース・領域後の履修）

第１５条 転コース・領域を許可された学生は，その履修状況に応じて受入コース・領域

の授業科目を履修しなければならない。

（転コース・領域前の修得科目）

第１６条 学生は，転コース・領域前に修得した学部又は大学院授業科目のうち，次の各

号に掲げる授業科目については，受入コース・領域の当該授業科目を履修するものとす
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る。

(1) 学部 専門科目「専門科目」及び「専門セミナー」の各授業科目

(2) 大学院専門職学位課程 コース別選択科目「学校支援プロジェクト科目」及び「プ

ロフェッショナル科目」並びに実習科目「学校支援フィールドワーク」の各授業科目

２ 前項の規定にかかわらず，転コース・領域前に修得した学部又は大学院授業科目のう

ち，次の各号に掲げる授業科目については，受入コース・領域の卒業又は修了要件上に

おいて整合が図られると当該コース会議等が審査し，教務委員会が認定した場合に限り，

受入コース・領域で開設している授業科目を修得したものとして読み替えることができ

る。

(1) 学部 専門科目「専門セミナー」の各授業科目

(2) 大学院専門職学位課程 コース別選択科目「学校支援プロジェクト科目」及び実習

科目「学校支援フィールドワーク」の各授業科目

第５章 その他

（指導・助言）

第１７条 受入コース・領域の教員は，転コース・領域を希望する学生の相談に応じ，必

要な指導・助言を行うものとする。

（その他）

第１８条 この細則に定めるもののほか，学生の転コース・領域に関し必要な事項は，学

長が別に定める。

附 則

１ この細則は，平成19年４月１日から施行し，平成19年度入学生から適用する。

２ 上越教育大学学校教育学部学生転専修・コース申合せ（平成16年４月１日教授会）は，

廃止する。

附 則（平成20年細則第12号（平成20年３月21日））

この細則は，平成20年４月１日から施行する。

附 則（平成25年細則第８号（平成25年３月22日））

この細則は，平成25年４月１日から施行する。

附 則（平成27年細則第８号（平成27年３月20日））

この細則は，平成27年４月１日から施行する。

附 則（平成28年細則第17号（平成28年７月20日））

１ この細則は，平成28年７月20日から施行する。

２ 上越教育大学学生の転専修（転専攻）・コースの履修上に係る申合せ（平成20年２月

27日学長裁定）は，廃止する。

附 則（平成31年細則第17号（平成31年３月22日））

１ この細則は，平成31年４月１日から施行する。

２ 平成30年度以前に学校教育学部又は大学院学校教育研究科に入学した学生について

は，この細則による改正後の上越教育大学学生転コース・領域取扱細則の規定にかかわ

らず，なお従前の例による。

附 則（令和４年細則第14号（令和４年11月16日））

１ この細則は，令和４年11月16日から施行する。
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２ この細則による改正後の上越教育大学学生転コース・領域取扱細則の規定は，令和４

年度入学生から適用し，令和３年度以前入学生については，なお従前の例による。
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別記第１号様式（第３条関係）

コ ー ス ・ 領 域 変 更 願

年 月 日

上越教育大学長 殿

学校教育学部初等教育教員養成課程

コース 領域

学籍番号

氏 名

下記によりコース・領域を変更したいので，許可くださるようお願いします。

記

転 コ ー ス ・ 領 域 名
コース

領 域

変 更 希 望 理 由

（具体的に記入すること。）

クラス担当教員等

（注）クラス担当教員等氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。
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別記第２号様式（第５条，第12条関係）

コース・領域変更希望学生の選考結果報告書

年 月 日

上越教育大学長 殿

コース長

氏名

転コース・領域について，下記のとおり選考しましたので報告します。

記

変更希望学生名

選 考 日

選 考 方 法

選 考 結 果

(1) 転コース・領域を希望する理由の妥当性

特 記 事 項

(2) その他

（注）コース長氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。
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別記第３号様式（第10条関係）

コ ー ス ・ 領 域 変 更 願

年 月 日

上越教育大学長 殿

大学院学校教育研究科教育実践高度化専攻

コース 領域

学籍番号

氏 名

下記によりコース・領域を変更したいので，許可くださるようお願いします。

記

転 コ ー ス ・ 領 域 名
コース

領 域

変 更 希 望 理 由

（具体的に記入すること。）

変更後の教育・研究テーマ

アドバイザー

（注）アドバイザー氏名の記入は，署名（本人自署）又は記名押印のいずれかとする。


